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年、学校は 15 年、有料公衆トイレは 7 年間の継続的調査を行ったものである。 
また、施設種別間の比較を通して、公共トイレ全般に共通する問題点や課題についてまと
め、快適さとその持続の方法について提案を行う。 
写真 1-4 改修前公共機関のトイレ 写真 1-5 東京メトロ女子トイレ写真  写真 1-6 NEXCO海ほたる男子トイレ 
写真 1-10 改修前公衆トイレ       写真 1-11 改修前公園トイレ      写真 1-12 公衆トイレ：東雲 





























































































































関する論文が多くある。ここ 5 年間の空気調和・衛生工学会での研究は 4 編 18）～21）あ
り、節水便器などのエネルギーに関する論文がある。しかし、都市計画分野でのトイレに



















































































































調査 1：H駅ビル 20年間の利用者に対するアンケート 







調査 1：改善前のモデル校 3校でのトイレの要望の把握（1998年） 
         内容は、トイレで大便ができるかとその理由、トイレの印象等 
調査 2：モデル校の竣工後の評価と課題に関する調査（1999年） 
         内容は、トイレで大便ができるかとその理由、トイレの印象等 
調査 3：標準改修設計校も含めた改修校の評価に関する調査（2000年） 
         内容は、トイレで大便ができるかとその理由、トイレの印象等 
調査 4：標準改修設計校も含めた改修校の評価に関する調査（2011年） 
         内容は、トイレで大便ができるかとその理由、トイレの印象等 
調査 5：清掃管理者へのアンケート調査 


























      内容は、利用回数、トイレの印象、使用料に関して、清掃の評価等 
調査 3：千代田区秋葉原有料公衆トイレの竣工から 6年後の利用者アンケート調査（2012年） 






























































Ｈ駅はＪＲ東海道線の一駅であり、東京から 60km圏に位置する。人口約 25万 8千人の
商工業都市Ｈ市の表玄関に当たり、一日の乗車人数は約 6万人（2012年）である注 4）。 
Ｈ駅ビルは 1973年に初の国鉄出資駅ビルとして誕生した。建物は地上 6階、地下１
階、床面積 19,600㎡で、店舗数 170、400台の駐車場を擁し、一日の来店客数は約 3万人
（2012年）である注 5）。地元密着型の駅ビルとして利用されている。駅ビル建設時の客用
















































































































1994 年～2000 年までは店内対面で、2001 年～2012 年はＨ駅ビルのカード入会者への郵送
により実施している。サンプル数は年ごとに 160～405 人と異なり、また 2011 年を例にと
ると、回答者数 177名中、女子 165名、男子 12名と女子が多い。 
 
2-6 改修・改善への取組 －トイレ改修設計－ 
 
2-6-1 トイレ改修の経過と目標 
各トイレの位置、改修の経過、改修平面と内容を表 2-2 および表 2-3 に示す。20 年間に
改修設計が 5回行われ、4回の工事が完了している（5回目工事は未着工）。各回の改修設計
の目標・内容は次の通りである。 





















2) 第 2回改修設計・工事（2000年）：新館増築時、1994年改修の 6階を除くＢ系統のトイ
レを 4 箇所解体し、Ｃ系統に 3 箇所新設した。Ｂ系統の各トイレに設置されていたマルチ













4) 第 4回改修設計・工事(2012年)：第 3回目同様、Ｄ系統(2012)の 1、2、3階にトイレを
増設した。1994 年の改修後、18 年目にしてＡ系統の再改修に着手し、2.5 階の改修工事を
行った。長年の経験をもとに、居心地のよさと、メンテナンスのしやすさを課題とした。 





























表 2-2 Ｈ駅ビル改修時期 
 
C D（2005） D（2012）















































































































































































































































































































55 項目中、25 項目（46％）は第 1 回改修直後から議論されている。議論が始まるのが、



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2-8 改修後の評価と課題 －利用者の評価の変化－ 
 
 Ｈ駅ビルではトイレ改善活動の一環として、毎年 1回、ほぼ同じ設問でアンケート調査を
実施してきた（表 2-5）。ここでは 1994年～2012年までの 19年間（項目により年数が異な
る）における経年的な調査結果を示し、考察する。 






ると、「排泄」が女子は毎年 50％前後（18年間通年で 51.6％）、男子は 60％前後（同
62.0％）で、いずれも年による大きな変化はない。 
 
図 2-1 トイレの役割 （複数回答） 
2）トイレの全体的な印象（図 2-2）  
トイレの全体的な印象は「良い」が、最初の改修の 1994 年から 96 年までの 3 年間は 60
～70％（「普通」を入れると 95％以上）だったが、1997年から 2004年までの 7年間は 95％
を超えた。05年から 07年には 80％前後に減り、08年には 62％にまで下がったが、09年か
ら 12年は 85～92％と再び高くなり、変動が大きい。この間 4回行われた改修工事の実施に
年 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
回答者数（人） 355 402 405 403 362 394 400 264 250 200
年 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012













































































































女性を年代別に見ると、通年合計で 10代が 47％、20代が 61％に対し、70代は 24％で、
トイレのみの利用者は若年層に多い。 
 


























































































































るか」という設問に対する回答を見ると、第 1回改修直後の 1994年は「ある」が 10％程
度に止まり、認知度が低いと言える。1995年～99年の 4年間に 60～75％まで増えたが、



































































































か、第 1回の改修後から第 4回改修前まで（1994～2011年）の 18年間の結果は、上位は新
館 3階⑬(表 2-2、表 2-3のトイレ番号、以下同じ)、3.5階④、4.5階⑤、5階⑭、2.5階③
の順であった。新館 3階⑬は改札口近くにあり、外光で明るく便器数も多い。3.5階④は改
札口近くで化粧コーナーが充実し、4.5階⑤はファミリートイレで親子利用できる。5階⑭
















性 70代と男性に支持が多い。化粧コーナーは 20代、50代、30代の順に多い。 
乳幼児への配慮（「ベビーカーで入れる」、「子供用トイレがある」、「おむつ交換をでき














































図 2-7 お気に入りのトイレの選択理由 （2009～2011 年合計） (n=325) 
 
7）外出先で利用する便器の種類（図 2-8） 
洋式便器の利用者は、1994 年は 30％以下だが、その後増加し、1995 年～97 年では 50％
前後、1998年～2004年では 60％前後となる。05年から選択肢に入れた「どちらでもよい」
を加えると 80％を超え、11年には 88％に達する。18年間で洋式化が大きく進んでいる。 
男性は各年とも洋式利用が多く、通年合計では年代の高いほど多かった。「どちらでもよ
い」は 2005 年～11 年までの通年合計で約 19％存在している。和便器利用者にこの数字を
算入すると、約 40％となるが、洋便器利用者の 60％には及ばない。 
 










































































































































































































































図 2-9 温水洗浄便座の利用（男女計）(n=1059) 
 



































































































































10)  若い清掃員導入に対する利用者の評価（図 2-12、図 2-13） 
トイレ清掃に対するイメージを高めるため、2001 年にスタートした若い女子清掃員（マ
ーメード）の認知度は、当初の 41％から徐々に増え、12年には 94％に達した。次いで 03年
にスタートした若い男子清掃員（ポセイドン）の認知度も、女子清掃員ほどではないが、03
年の 23％から 12 年には 70％に増えている。11 年のアンケートで印象についての自由記入
からは、女子清掃員について 187、男子清掃員について 82あった記述の 96％が好印象を表
していた。 
 
図 2-12 若い女子清掃員（マーメイド）導入の認知度  (n=2347) 
 
 




26％、洗面器 15％、洗面台 15％の順に多い。男女はほぼ同比率であった（複数回答）。 
 
 





























































































図 2-15 一般の人の多機能トイレの利用 （1997～2011 年合計） (n=3602) 
 
 

































































































































































































1998 2011 1998 1999 2000 2011
Y小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
F小 ○ ○ ‐ ○ ‐ ‐ ‐
K小 ‐ ‐ ○ ‐ ‐ ‐ ○
I小 ‐ ‐ ○ ‐ ‐ ‐ ○
M中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○























105系統、中学校で 65系統、計 170系統存在した。内容は、1955～64年（築 43～34年）が
小学校 12 系統、中学校 15 系統、1965 年～74 年（築 33～24 年）が各々68 系統と 18 系統、
1975年～84年（築 23～14 年）が各々25系統と 32系統であった。これは、学校数でいえば
75 校、トイレ箇所数では 441箇所となる。2011年現在では、95校の区立小中学校に、小学


















































































     Ｙ小          Ｆ小             Ｍ中 


























































































































































































                         
   
 




















































   一人がトイレに愛着を持てるよう、全員参加でつくる
   トイレ造りを目指す
2.成長期のこども達の体格に合うトイレが選択できること 6.学校が地域に開かれた施設づくりを目指すため、
   施設全体をユニバーサル化する等、トイレのバリア
   をなくし、あわせて、防災時の対応も配慮した施設
   づくりを心掛ける等開かれた学校にふさわしいトイ




   力を得て、今後のトイレづくりの参考や様々なアイ
   デアと工夫を結集するための周知を図る
4.清潔さが持続できるデザイン、建材を使用し、掃除し
   やすいトイレづくりをする
8.以上のコンセプト実現には大幅なコスト増が予想
   されるが、華美な装飾は避け、要望を精査し、コ




















        1階平面図                 2～4 階平面図 














































































































































































































































































































      (洋)  900×1500
・Ｍ中(和) 1200×1200



















































































































































































































































2011～2012年に実施した実態調査対象校 5校（表 3-7）には、合計 16系統のトイレが




表 3-7 調査対象校の概要 （＊網掛けは未改修を示す） 
 
 
Ｙ小 Ｋ小 Ｉ小 Ｍ中 Ｚ中
384人 371人 279人 360人 172人


































系統4 　　　－ 体育館 　　　－ 　　　－ 　　　－
男子
大便器
１２ １６ １５ １４ ２３
小便器 ２０ ３６ ３１ ２３ ３５
女子
大便器
１７ ３７ ２６ ２６ ３３
多機能
トイレ
１ ２ ２ １ ３
広め
トイレ
１２ １８ ９ １５ １０







































4）調査各校の男女合わせた大便器数は、Ｙ小 29個、Ｋ小 53個、Ｉ小 41個、Ｍ中 40
個、Ｚ中 56個である（Ｉ小とＺ中の体育館を除く）（表 3-6）。便器数あたりの児童生徒数






























実態調査対象校 5校における、モデル校改修前の 1998年、改修後の 1999年に児童生
徒、教職員、保護者に対し実施した評価に関するアンケート、2000年の改修校（小学校





 1998年から 2011年迄の 13年間に、学校で大便ができる子どもが小学校では男子 28％
から 81％、女子は 31％から 81％、中学校では男子 35％から 76％、女子は 14％から 74％
に増加し、一方、できない子どもは、小学校が約 70%から 20％弱に、中学校が約 86％から
23％と逆転した（図 3-7）。尚、小学校には、依然、学校で小便もできない子どもも、Ｙ小





る。自由回答の記入は、小学校で 983 名中 178 名、中学校で 495 名中 79 名と多く、トイレ
に対する関心の高さがうかがえた。 
 
図 3-7 学校で大便ができるか 
 59 







表 3-8 大便をするトイレ（中学校自由回答） 
 
表 3-9 大便をするトイレ（小学校自由回答） 
 
学年 性別 場所 集計 学年 性別 場所 集計
4、5階 4 洋式便器 3
1階男子トイレ 1 １年教室横 2
給食棟 1 １階以外 1
洋式便器 2 １年教室横 1
西階段4、5階トイレ 1 新トイレ 1
体育館棟のトイレ 3 洋式便器 1
1階 2 男子 新トイレ 1
きれいなトイレ 2 新トイレ 2
東側階段 1 洋式便器 2
洋式便器 3 洋式便器 3
4、5階 2 北校舎 1
ウォシュレット 1 新トイレ 1
人がいないトイレ 1 新トイレ 2
東側階段 2 北校舎 1
























学年 性別 場所 集計 学年 性別 場所 集計 学年 性別 場所 集計
男 図書室の横 7 家 2 男 ２階東側トイレ 9
図書室の横 2 図工室前のトイレ 1 女 ２階東側トイレ 4
家 1 家とか学校 1 ２階東側トイレ 1
男 2階だけ 1 洋式便器 1 西階段トイレ 1
1、2階だけ 1 図書室前 2 東側トイレ(洋式) 1
真ん中和式 1 2年生のすぐ近くのトイレ 1 女 ２階東側トイレ 1
ランチルームの近くのトイ
レ
2 ほこりがない所ならできる 1 洋式便器 3
2階 1 家 1 2階 1
大便器 1 図書室前 2 西階段トイレ 1
2階ランチルームの横 3 洋式便器 2 洋式便器 1
2階 1 2年生のすぐ近くのトイレ 1 4 男 東側トイレ 2
一番手前 1 図書室前 4 男 東側トイレ 2
大便器 1 2年生のトイレ 1 女 しません 1
普通の場所 1 洋式便器 1 ３階東側トイレ 3
洋式便器 4 洋式便器 5 3階東西、２階東、１階東 1
3階の音楽室側 2 3年2組の前 1 洋式便器 1
真ん中のトイレ 1 洋式便器 4 女 洋式便器 2
男 大便器 1 5年生のトイレ 1




洋式便器 1 4年生以外のトイレ 2




3階の音楽室側 1 きれいな場所 1
















































図 3-8 学校で大便をできない理由の変化 
 

























1998年 小学校(Ｙ小＋Ｆ小)         2011年 小学校（Ｙ小＋Ｉ小＋Ｋ小） 




Ｋ小 6名(男子 3名・女子 3名)、Ｉ小 3名(男子 1名・女子 2名) Ｙ小 3名（男子 2
名・女子 1名）見られた（図 3-9）。 
 
図 3-9 学校で小便ができるか 
 
3-6-2 学校のトイレはどんな場所か（排泄以外） 
 小学校では 3校あわせると、一番多いのはほっとする場所、2番目はその他、3 番目は身
だしなみの順となっている。各校別でみると差はない。中学校では 1 位、身づくろい、2
















































ほっとする場所 身だしなみ その他 無回答
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図 3-11 トイレは排泄以外にどんなところか（中学校） 
 





女子 52％、Ｋ小が男子 44％、女子 40％に対し、モデル校のＹ小で男子は 60％、女子 75％で
あり、中学校は、Ｚ中の男子 9％、女子 26％に対し、モデル校のＭ中は男子 38％、女子 59％
と、スペースを生み出すために個数を減らしたモデル校で待つと答える比率が高くなってい
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Ｍ中
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5 すっきりする場所 12 コミュニケーション 20 排泄のみ 2
排泄 4 排泄 3 手洗い 9 遊び場 4 ぼーっとする 1
身だしなみ 3 手洗い 2 楽しいしゃべり場 5 排泄のみ 4 着替え 1
普通の場所 3 着替え 2 休憩場所 4 使わない 4 目薬をさす 1







1 着替え 3 ぼーっとする 2











一人になるところ 1 安心する場所 1 人がいないところ 1 自分を見つめる 1
遊び場 1 落ち着かない場所 1 怖いところ 1
安心 1 髪をセットする 1 隠れる場所 1
落ち着く 1 最悪な場所 1 反省するところ 1
心を休める 1 遊び場 1



































1998 年には、小学校では洋式希望は男子 86％、女子 70％、和式希望が男子 12％、女子
27％であった。 2000年から、選択肢に両方使用できるとの答えを加えているが、合算する
と男子は洋式 60％＋両方 25％＝85％に対して和式 15％、女子は洋式 45％＋両方 37％＝82％
に対して和式 18％で、洋式の希望が多い。2011年には、男子が洋式 70％＋両方 23％＝93％、
和式 7％、女子は洋式 51％＋両方 41％＝92％、和式 8％と、洋式希望がさらに増している
（図 3-13）。ただし和式希望者も、男子７％、女子 8％見られ（Ｋ小 30人、Ｉ小 5 人、Ｙ小
9 人、計 44人）、中には和式限定という子どももいる。なお、Ｋ小に多いのは未改修のため
和式が多かったことが理由として考えられる。 
一方、中学校では 1998年は、男子の 87％が洋式、12％が和式、女子は 37％が洋式、61％
が和式と、和式希望が多かった。改修後の 2000年には、男子が洋式 65％＋両方 10%＝75％
で、26％が和式なのに対し、女子は洋式 28％＋両方 20％＝48％、和式が 52%と、若干比率
は変わるが和式希望が上回る。2011 年には、男子は洋式 78%＋両方 14％＝92％、女子は洋
式 57％＋両方 40％＝97％と、洋式が逆転し、改修効果と共に、時代による変化がうかがえ
る。和式希望は男子 13名（2.4％）、女子 7名（3％）、計 30名見られる（図 3-14）。 
図 3-13 和式と洋式の選択の変化（小学校） 
 








の他、⑥臭くないという順になった。1998 年の不満点は解消されたと言える（図 3-15）。 
自由回答では、さらにトイレのいいところとして様々な意見があった（表 3-12）。 
 
小学校                    中学校 
図 3-15 改修後のトイレについて、よいと思っているところ（2011年，複数回答） 
 





































































回答内容 集計 回答内容 集計 回答内容 集計
いろんな種類があるから 1 トイレが教室から近いから 2 トイレの中に小さいテーブルが 2
きれいで明るいとうれしくなる 1 安心する 1 嬉しい 1
近いから 1 広い 1 座りやすい 1
臭くない 1 身だしなみを整えられる 1 鏡が見やすい 1
身だしなみが直せる 1 洋式が多いところ 1 ウォシュレットがある 1
主事さんが掃除してくれること 1 石鹸がある 1 リフレシュできる 1
自動センサーが付いている 1 水道の反応が早い 1
和紙が貼ってあること 1
回答内容 集計 回答内容 集計
近代的なデザイン 2 音姫 3
鏡が大きい 2 あまりいいとは思わない 2








びみょー。あんまないかも。 1 あったかい 1
使ってない 1 新しい方のトイレはきれい 1
窓がある 1 新しくてきれいなトイレにしたこ 1
窓からの景色がきれい 1 汚いし暗い 1

























図 3-16 学校内の好きなトイレ（Ｙ小学校 児童数 384 名 複数回答） 
 























































Y1系統 Ｙ2系統 その他 無回答




慣れている 7 慣れている 12 きれい 8 きれい 9 どこも同じ 1 近い 1






















1 先生の指示 2 椅子がある 1
使いやすい 1 小便器が多い 1 広い 1











1 近い 3 近い 4








































図 3-17 学校内の好きなトイレ（Ｋ小学校 児童数 371 名 複数回答） 
 


































































Ｋ1系統 Ｋ2系統 Ｋ3系統 その他 無回答
近い 15 近い 35 近い 19 きれい 2 全て落ち着くから 1
きれい 8 きれい 24 きれい 4 近い 1 きれいで落ち着し近い 1
慣れている 4 臭くない 5 数が多い 2 洋式 1
使いやすい 1 洋式 5 近くて人が多く通る 1
静か 1 明るい 5 落ち着く 1
自動水栓 1 使いやすい 3 好きだから 1
中央はにおいがするか
ら















近い 15 きれい 42 近い 2 きれい 5 洋式があるならどこでも 1
きれい 10 近い 24 どこでもよい 1 洋式 3
慣れている 4 慣れている 6 広い 1
使いやすい 4 いい匂い、くさくない 5 近い 1




明るい 2 使いやすい 4
臭くない 2 明るい 3























































Ｉ2系統トイレが 212名、Ｉ1系統トイレが 42名、その他が 14名である。 
Ｉ2系統が改修後新しい。自由回答ではＩ2系統に対して、きれいが 131名、新しいが 60
名、近い 30名、広い 21名で、西階段は近い 12名、慣れている 9名、きれい 6名、広いが
3 名であった。いくらきれいに改修したとしても、慣れ等で使いやすく感じている子どもも
いることがわかる。 
図 3-18 学校内の好きなトイレ（I小学校 児童数 279 名 複数回答） 
 
 















































Ｉ1系統 Ｉ2系統 その他 無回答
近い 7 荷物が置ける 59 洋式がある 1
慣れている 5 広い 32 なんとなく 1
きれい 3 自動点灯 10 きれいで使いやすいから 1
使いやすい 2 使いやすい 10 すべてきれいだし安心するから 1
逃げられる 1 明るい 8 特に西です。理由は洋式が二つだから 1
広い 3 近い 6 別にどこが好きとかはない 1














近い 5 きれい 73 きれい 2
きれい 3 新しい 28 近い 1
慣れている 3 近い 20 明るい 1
東は新しくて落ち着かない 2 広い 11 西は近くて便利，東はすごくきれい 1
使いやすい 2 使いやすい 6
上に窓がある 1 洋式が多い 5
広い 1 荷物が置ける 4
高さがちょうどいい 1 音姫 3
場所が決まっている 1 明るい 3
































3 年は両方を利用すると決まっているが、Ｍ2 系統トイレ利用者が 120 人、Ｍ1 系統利用者






図 3-19 学校内の好きなトイレ（Ｍ中学校 児童数 360 名 複数回答） 
 




































Ｍ1系統 Ｍ2系統 その他 無回答





センスがある 1 デザインがよい 3 ウォシュレット 1
他を使ったことがな
い
5 なんとなく 1 明るい 1







広い 1 広い 3
大好きでパワーが
あがる
1 きれい 2 どれも好き 2 どこでもよい 2
ここが一番よい 1 慣れている 2 明るい 2 どこでもよい 9 どこも同じ 2
２年生は東階段し
か使えないから
1 鏡が多い 2 洋式が多い 2 好きなトイレはない 2 どれも好き 1







音がもれにくい 1 ウォシュレット 1 好きなトイレはない 3













































図 3-20 学校内の好きなトイレ（Z中学校 児童数 172 名 複数回答） 
 













































Ｚ1系統 Ｚ2系統 Ｚ3系統 Ｚ4系統 Ｚ5系統 その他 無回答
きれい 10 きれい 15
近い 2 新しい 5
慣れている 1 音姫 2
使いやすい 2




便座が暖かい 1 どこでもよい 6 同じぐらい 1
近い 2 きれい 3 トイレ自体が好きではない 1 使いやすければよい 1








































3）清掃時間：清掃時間は短く 1箇所の清掃時間が 1週間集計で最少が 60分、最高で 150
分（一日 30分以上）である。 














図 3-21 学校のトイレで苦労の多い清掃作業（複数回答） 
 














































































表 3-19 清潔さが保ちやすいか 
 
 
表 3-20 清掃の現状（用務主事ヒアリング） 
 
 
表 3-21 床清掃での湿式清掃と乾式清掃に関する用務主事の意見 
 
 





































































1位 2位 3位 4位 その他
定期清掃 壁と小便器のトラップ 照明器具や換気扇 高い壁 天井の汚れ 便器の汚れとり
特殊清掃 床のワックス 蛍光灯の取替え 便器の徹底清掃と防汚加工
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件数 70 61 45 36 31 28 9 280





1）1994 年～2013 年までの 19 年間に、文献・資料と関係者へのヒアリング調査により把
握できた我が国の有料公共トイレの先行事例 37 例について、実態を整理し分析を行う。な
お、これらの事例は 1964 年～2013 年までの約 50 年間に設置されている。 
2）東京都千代田区の公衆トイレの実態と区の整備方針について、区の「公共トイレのあり
方報告書」(2004）37）をもとにまとめ、また公衆トイレ改善の実践内容と経過を、「基本計




4）秋葉原有料トイレの 2006 年から 2012 年までの 7 年間にわたる利用者数の変遷を千代













トイレレポート集 39）にまとめた。同資料をもとに、第 2 回調査を 2005 年、第 3 回調査を

















89 年に⑬～⑱が現れたが、その後、全て廃止された。継続期間は、⑮1 年、⑯2 年、⑱4 年、





















を、2004 年に⑧JR 二条駅前と⑨阪急嵐山駅前、2007 年に⑫清水寺駅周辺で設置した。し
かし、⑧は 4 年後の 2008 年に、⑨は 9 年後の 2013 年、⑫が 6 年で廃止された。理由は 1
日 50 人以下の利用者数に比し、経費（年間 1000 万円、京都新聞による）が高過ぎたため
である。 
2）有料トイレの廃止と継続 
事例として把握できた有料トイレ 37 例中 24 例（64.9％）が 2013 年時点で既に撤去また
は無料化により廃止されていた。そのうち、不明の 5 例を除く 19 例の継続期間は、最長が 
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表 4-2 我が国の有料トイレの事例概要（1994・2005・2007・2013調査） 
 
制度 詳細 有無 詳細
1 ザ・プライム 1985 1992 7 チップ制 ― 有 不明 不明 ○













1988 1990 2 会員制 メンバーズカード 無 カード 不明* ○
5 チャームステーション 1988 2003 15 有料 500円/回 有 カード 720人/日* ○
6 ダイエー神戸店 1989 1993 4 有料 100円/回 有 人 不明* ○








2005 継続 8 有料
メダル支給（飲食街利用者）
100円/回（上記以外）








2008 継続 5 有料
100円/回
化粧室：300円/1時間
有 人 53人/日 ○




2011 継続 2 有料
化粧室：100円/1時間（会員）
300円/1時間（一般）




2011 2013 2 有料 300円/回 有 人 15人/日 ○
15 奈良東大寺前 1968 1991 23 有料 100円/回 有 不明 不明* ―
16 蕨市営駅前トイレ 1980 継続 33 有料
50円/回
（65歳以上、中学生以下：無料）
有 人 60人/日* ―











0 チップ制 ― 無 料金箱 不明* ―
20 尾瀬国立公園内 1990 継続 23 チップ制 ― 無 料金箱 不明* ―
21 富士山頂共同トイレ 2006 継続 7 チップ制 ― 無 料金箱 431人/日* ―
22 JR二条駅前 2004 2008 4 有料 100円/回 無 機械 14～40人/日* ―











無 機械 6.6人/日* ―
























2003 廃止年不明 不明 チップ制 ― 無 料金箱 不明* ―
33 JR大阪駅アンジェルブ 2006 継続 7 有料 300円/回 有 人 240人/日 ○
34 富山駅 不明 廃止年不明 不明 有料 不明 無 料金箱 不明* ―
35 JR京都駅アンジェルブ 2012 2013 1 有料 300円/回 有 人 不明 ○











































㉗新宿駅東口有料トイレの 47 年、最短が⑤日光いろは坂公衆トイレの 40 日間で、料金箱
が破壊され、改修しても繰り返される恐れがあるという特殊な理由であった。継続期間 10
年以下が、公衆トイレ 5 例、商業施設 5 例、駅 1 例の計 11 例で約 58％を占め、11 年～20
年が商業施設 2 例、駅 2 例の計 4 例、21～30 年が公衆トイレ 1 例、駅 2 例の計 3 例であっ
た。一方、現在も継続している 13 例中の最長は②蕨市営駅前トイレの 33 年、次いで⑥尾
瀬公園内チップ制トイレの 23 年である。また、2000 年以降に設置された 17 例（2 例不明）
のうち、現在も継続中は 10 例(約 59％)である。 
廃止された有料トイレ 19 例の廃止理由は、周辺トイレのレベルが向上し差がつかなくな






ある。37 事例の内訳は、有料制 25 例、チップ制 10 例、会員制 2 例であった。 
4）運営形態・管理者の有無 
管理者が有人か無人かでは、有人 21 例に対し無人 16 例である。一方、公衆トイレでは





有料トイレ 25 事例のうち、不明の 2 例を除くと、排泄機能主体のトイレの場合は、50 円
2 例、100 円 12 例である。化粧室主体利用トイレの場合は、時間や、会員と非会員で料金
が分かれている場合が多く、100 円 1 例、200 円 1 例、300 円 8 例と高めに料金設定がされ
ている。シャワー利用可能トイレは 1 例で 1000 円であり、トイレミュージアム併設の 1 例









1 日の利用者数には変動があるが、不明の 16 例を除く 21 例の概数は、1 万人以上が㉘東
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京駅丸の内南口と㉛JR 東日本品川駅の 2 例、5000 人以上が㉙JR 新橋駅と㉚JR 横浜駅ト
イレの 2 例、1000 人～500 人が⑨東京駅の駅ビル、⑤観光地のトイレミュージアムを兼ね
た公衆トイレ、500 人～400 人が㉑富士山頂、㉗JR 新宿駅東口、250 人～200 人が㉔秋葉
原有料公衆トイレ、㉝JR 大阪駅である。10 位以内では JR 等の駅またはその隣接駅ビルが
7 例を占めている。150～100 人は、②横浜駅ビル、100～50 人は⑪東京メトロ池袋化粧室、
⑫JR 横浜駅化粧室、⑯蕨市駅前、○25浅草文化観光センター、また、50 人以下が 6 例ある。
























識者計 12 人で構成される「公衆トイレに関する検討委員会」を 2003 年に設置した。公
衆トイレ全 34 か所を対象に、規模、設置年、建替年、継続年等に関する実態把握を行
った。また 2003 年 6 月 18 日～30 日の 7 日間にわたり、9 時～15 時の間、利用者数、
利用者層、快適性の評価等に関する利用実態調査を実施した。結果は報告書「公衆トイ
レのあり方検討」（2004 年）にまとめられ、それ以降、公衆トイレの改善に取り組んで
いる。その中で 2006 年に秋葉原有料トイレが設置された。2010 年にはその取組を整理
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し、2004 年の報告書にはなかったユニバーサルデザインの調査を含む報告書「公衆トイ







 上記の 2 つの報告書を基に、千代田区の公衆トイレ 34 か所の実態を表 4-4、図 4-1、
図 4-2 にまとめ、分析を行う。 
1）規模 
調査対象の公衆トイレの規模は、0～15 ㎡ 8 か所、16～25 ㎡ 13 か所、 
26～35 ㎡ 9 か所、36～45 ㎡ 2 か所、46～65 ㎡ 2 か所で、最少 7.2 ㎡から最大 60.8 ㎡
であった。35 ㎡以下のトイレが全体の 88％を占め、小規模である（表 4-4）。 
2）築年数 
千代田区では公衆トイレの改築を進めており、2003 年時点では、築年数平均は 16 年、最
長は 46 年、次いで 40 年であった。2010 年時点では改築、改修後の平均年数は 12 年とな
っている（表 4-4）。 
3）利用者数 
34 か所の総利用者数は 4,819 人で、トイレ１か所あたり１日平均約 142 人である 
(図 4-1) 。最多は「なか通り」の 288 人、最少は「千鳥ヶ淵緑道西」の 14 人と大きな違
いがある。 
男女別に見ると、女性利用者は総数が 149 人で、全体の 3％に過ぎない（図 4-2）。 


























































1 竹橋 20.82 1924年 1993年 69年 10年 2009年　改修 16年 1年
2 一ツ橋 18.87 1913年 1998年 85年 5年 ― ― 12年
3 雉子橋 7.20 1928年 1963年 35年 40年 2005年　廃止 42年
4 新川橋 12.00 1956年 1990年 34年 13年 2005年　廃止 15年
5 新見附 22.45 1926年 1994年 68年 9年 ― ― 16年
6 九段坂 29.90 1928年 1997年 69年 6年 ― ― 13年
7 千鳥ケ淵 60.80 1963年 1989年 26年 14年 2007年　改修 18年 3年
8 牛込見附 15.38 1952年 1992年 40年 11年 ― ― 18年
9 日比谷 31.33 1928年 1966年 38年 37年 2008年　廃止 42年
10 裁判所前 15.00 1929年 1965年 36年 38年 2008年　廃止 43年
11 水道橋 27.18 1933年 1993年 60年 10年 2006年　廃止 13年
12 昌平橋 25.73 1933年 1998年 65年 5年 2009年　改修 11年 1年
13 錦町 18.50 1968年 1992年 24年 11年 2010年　廃止 18年
14 万世橋 17.95 1987年 ― ― 16年 2005年　改修 18年 5年
15 和泉橋 35.96 1930年 1991年 61年 12年 2006年　改修 15年 4年
16 神田橋 32.16 1930年 1998年 68年 5年 ― ― 12年
17 大和橋 9.89 1931年 1967年 36年 36年 2005年　廃止 38年
18 美倉橋 25.83 1931年 1993年 62年 10年 ― ― 17年
19 地蔵橋 17.01 1931年 1996年 65年 7年 ― ― 14年
20 俎橋 17.07 1956年 1992年 36年 11年 2006年　廃止 14年
21 佐久間公園 20.52 1946年 1990年 44年 13年 2010年　設計中 20年 0年
22 芳林公園際 21.67 1955年 1995年 40年 8年 2006年　改修 11年 4年
23 四谷見附 43.17 1959年 1991年 32年 12年 ― ― 19年
24 堀留橋際 12.79 1961年 2000年 39年 3年 ― ― 10年
25 新三崎橋際 21.60 1938年 1996年 58年 7年 ― ― 14年
26 龍閑橋 10.56 1938年 1968年 30年 35年 2005年　廃止 37年
27 飯田橋 15.20 1922年 1968年 46年 35年 2010年　工事中 42年 0年




29 千鳥ケ淵緑道西 7.17 1998年 ― ― 5年 2007年　仮設化 9年 12年
30 なか通り 13.38 1991年 ― ― 12年 ― ― 19年
39 常磐橋公園 22.80 1933年 1957年 24年 46年 ― ― 53年
43 和泉公園 32.60 1979年 ― ― 24年 2006年　改修 27年 4年




46.96 1936年 1990年 54年 13年 ― ― 20年
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図 4-1 千代田区公衆トイレの利用人数（●は閉鎖）（2003年千代田区調査） 






































































































千代田区の公衆トイレ改善の取組内容について、2004 年報告書と 2010 年報告書をもと
に比較しながらまとめる。 
2004 年の「公衆トイレに関する検討委員会」の提言に基づき、調査した 34 か所の公衆ト
イレのうち 9 か所、全体数では 11 か所のトイレが廃止され（表 1）、2010 年時点では、公
園トイレ 18 か所、新設の秋葉原有料トイレを含め、計 40 か所の公衆トイレが区に設置さ
































































 メンテナンスは館内案内も含め、外部委託で実施している。オープン時間の午前 7 時か











230 人前後に対し、土日祝日は 260 人前後と 1 割強多い(図 4-3・4-4)。 
2）利用者の男女比 
利用者数を男女別に見ると、女性は各年平均 40 名程度で、男性の 16～18％と少ない







 有料公衆トイレに併設された喫煙コーナーの利用者数は、2006 年当初は一日平均 1,918
名だった。年々増加し、2012 年には 5,409 名(2.8 倍)となった。喫煙コーナーの外部テラ
スでも常時 20～30 名の喫煙者が見られ、実数はさらに多いと考えられる。トイレと喫煙














































































図 4-3 一日平均利用者数（千代田区まちづくり推進部道路公園課の 2012年発表を基に作成） 
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 竣工直後の 2006年 11、12月と、6年後の 2012年 11月の平日と休日の 2日間、営業時
間の 7時～22時に、有料トイレ、喫煙所の利用者、周辺通行者に無作為に対面アンケート
調査を実施した。調査対象者数は、2006年 200名（男性 138名、女性 62名）、2012年 286







図 4-7 知ったきっかけ（複数回答） 
2）利用回数（図 4-8） 
2006 年では、初めて利用したと答えた人が 155 人(78％)、4 回目以上が 18 人(9％)であ
った。これに対し、2012 年では初めてが 80 人(28％)、4 回以上が 160 人(57％)と逆転し
ている。 
 




①清潔さ：2006 年は大変良いが 135 人（71％）、2012 年は 109 人（70％）であり、評
価は高く持続している。 
②明るさ：2006 年は大変良いが 115 人（61％）、2012 年は 103 人（66％）で、評価は
ほぼ変わらない。 
③個室の広さ：2006 年は大変良いが 97 人（53%）、2012 年は、95 人（62%）と、面積
の変化はないが評価がやや高くなっている。 
































初めて 2回目 3回目 4回目以上
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設備的な変更はないが評価は高くなっている。 
⑤デザイン：2006 年は大変良いが 99 人（53%）、2012 年では 89 人（58％）とほぼ同
じであった。 
大変良いと良いを足すと、清潔さと明るさは 95％以上で、他の項目も 85％を超え、悪
いという評価はほとんどない。またデザイン以外は 2012 年の方が、評価が高い。 
 





2006 年では 99 人（50％）が、2012 年では 130 人（48％）が大変きれいと答え、きれ
いも含めると 2006 年では 94％、2012 年では 86％の人が評価している。 
b．便利さ（図 4-11） 
2006 年は 89 人（46％）、2012 年は 149 人（55％）が便利と答え、まあ便利も含めると
2006 年では 183 人（86％）、2012 年では 239 人（89％）が便利、まあ便利と評価してい
る。 
c．安心感（図 4-12） 
安心とまあ安心を加えると、2006 年は 89％、2012 年は 90％であり、有料化は利用者
に安心感を与えていると言える。 
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図 4-11 便利さについて 
 
 
図 4-12 安心感について 
5）トイレ使用料（図 4-13） 
100 円の料金について、適切と答えた人は 2006 年、2012 年とも 65％と同じであった
が、高いという回答が 26％から 31％にやや増加し、逆に安いは 8％から 3.6％と減少して
いる。 
6）有料化の評価（図 4-14） 
有料化に賛成は 2006 年 110 人（56％）と 2012 年 168 人（60％）とほぼ変わらないが、
条件付き賛成が 33％から 13％に減る一方、反対が 2％から 11％に増えている。 
7）また利用したいか（図 4-15） 
今後もまた利用したいという回答が、2006 年 88％、2012 年 84％と変わらずに高い。 
 
図 4-13 トイレ使用料（100 円）について 
 
 
図 4-14 有料化に対する考え 
 
 
























































































1）トイレの利用者数は、7 年間、1 日の平均利用者数が 230 名程度で変わらず、千代田区
で利用人数の多い一般公衆トイレと同水準である。 





































回答が 111 人と、通りがかりで知った 50 人に対し 2 倍以上あった。これに対して 2010 年
は、通りがかりの人が 234 人に増え、様々な情報による人（50 人）の 5 倍近くになって
いる。周知が進むと共に、利用者の固定化も進んでいると言える。 
4) 利用回数は、2006 年は、初めてという回答（155 人）が、4 回以上（18 人）の 8.7 倍
あったが、2012 年は逆転し、初めて 80 人に対して、それ以上が 160 人と 2 倍になってい
る。リピーターが増え、常連化が進んでいると考えられる。 
5）清潔さ、明るさ、個室の広さ、設備・機能、デザインの全てについて大変良い＋良い
が 85％以上あり、6 年経っても利用者の評価の高さが持続している。 
6) 管理者常駐の複合施設であることが、清掃管理、便利さ、安心感につながっている様子
がうかがえる。 
7) トイレの有料化について、賛成が 2006 年は 56％、2012 年は 60％と変わらないが、条
件付き賛成を入れると 89％から 73％に下がり、反対が 3％から 11％に増えている。今後
も利用したい人は 2006 年 87％、2012 年 85％と変わらずに多い。100 円の料金について
は、適切が 65％と同じだが、高いが 26％から 31％に少し増えている。利用者の評価は高
いが、利用者増には繋がっていない。 
8）利用料金のみでは維持経費は賄えない。2011 年の区の記者発表では（11 月 6 日）、清
掃費を含む維持経費は月当たり 150～170 万円であり、これに対して利用料金は 70 万円前
後であった。区が喫煙所運営者の維持経費負担分を補填しており、区の出費は毎月 16 万








































































































①安全・安心    － 防犯（人の目）・防滑性・段差・明るさ（自然採光・照明） 
②清潔        － 清掃（建材・ シンプルなデザイン・清掃体制・ 清掃内容） 
    － 臭気対策（換気・空気の流れ・尿石等） 
③使いやすさ    － 適切な寸法（広さ・適切な高さ・奥行き） 
        － 使いやすい機器（便器・手洗い・身だしなみ）や荷物置き 

























































改修間隔はトイレ側に増築するという特殊事情で行った 5 年以外は約 20 年で、改修コス 
トは約 150 万円／坪である。清掃は外部委託であるが、一部の教育は設置者の方で行い、
設置者側の改善方法と一体感を持たせる意識づけを行っている。また、トイレは直前の利用
























は 1988 年当時、小中学校 96 校内に 254 系統のトイレがあり、そのうち 14 年以上経過し
たものが 171 系統（68％）あった。そのため、トイレの改善の全体計画を立て、以来継続









トイレ研究会を設置し、2 年に 1 度仕様を見直している。子どもたちの要望が関係者の共通
認識としてあるため、標準化ではあるが、費用をかけても、改善すべきところと、省力化し
てコストダウンを図るところを明快に区別でき、良質な改修に繋がっている。 
 1998 年～2011 年の間の 4 回のアンケート調査から改善の効果が確認された。 
①13 年間で大便ができない子どもたちが、小学生では男女とも 70％から 20％に、中学生













































利用者数も少なく 2003 年の調査では、34 箇所で一日合計 4819 名、中、女性の割合が全









公衆トイレの改修間隔については、千代田区では 11 年～43 年で、公衆トイレ毎の理由





























 京都市は、観光名所であるＪＲ二条城駅前と阪急嵐山駅前に 2004 年、清水寺駅周辺
に 2007 年、自動清掃方式内蔵型ユニット型有料公衆トイレを設置したが、2013 年まで








































































































ると、筆者の事務所での経験上で約 70 万円/坪～250 万円/坪以上となっている。商業施設
























商業施設は、1 箇所の日常清掃において、床清掃及び便器の清掃に 30 分、巡回清掃一日
7回、定期清掃は月 1回、特別清掃は適宜である。学校は、学校毎にその方法がまかされて
おり、内容や頻度が統一されていない。平均すると、日常清掃が一日 10～15分、定期清掃
はトラップ洗浄が１年に 1 回、特殊清掃が床ワックスを 1 年に 1 回行っている。 公衆ト




15 分）実施し、定期清掃は 1 年に 2 回で、特殊清掃は実施していない。有料公衆トイレで







































































































易にすることが改善に欠かせない。商業施設が専門家の 1 日 7 回の清掃であるのに比し、
































































































H駅ビル 共通 世田谷区 共通 千代田区 共通 千代田区
① 立地 駅に隣接 繁華街、郊外等 学校内 同左 路上各所 同左、又はビル内 秋葉原駅前広場 立地は利用者層と安全性に関係
② 建築物の用途 買い物、飲食等 同左 子ども、保護者、地域の人々の利用 同左 排泄 同左 排泄、休息、情報 　　　　　　　　　＿
③ トイレの設置形態室内 同左 室内 同左 建築物 同左 建築物
建築物でドアなしの公衆トイレは汚
損を受けやすい
④ 設置者 JR関連企業 民間企業、半官半民 世田谷区 地方自治体、民間 千代田区 自治体、又は国 千代田区
最終的には設置者の考え方が快適
性確保に関係する






















































































































































② 改修コスト 約150万円/坪（改修） 約70～250万円/坪
モデル校約130万/坪（改修）
標準校約115万／坪（改修）程度

































































































































長澤教授、高草木教授は 2014 年 3 月、退職されました。尚、長澤名誉教授はその後も 
審査委員として引き続きご指導いただきました。 
 













と思います。                              


































握と課題の整理 : 授乳室の空間構成に関する研究 その 1，日本建築学会大会学術講演梗
概集，E-1，pp1051-1052，2010.7 
13）高塩康洋・小松修司・赤田義史・江藤祐子：公共トイレにおける車いす使用者の利用実




























系- 社会情報学研究 14，pp.157-168，2005 
25) 三村大介，紙野桂人：商業建築におけるトイレの在り方に関する研究，日本建築学会近
畿支部研究報告集，pp.245-248，1991.5 
26) 星龍登，仲川ゆり 他 3名：駅トイレ利用者数へ改札内商業施設が及ぼす影響に関する
実態調査その 2 大規模商業施設開業前のトイレ利用者数，日本建築学会大会学術講演梗
概集 D-1，pp.595-596，2007.8 






































































71）ディテール 第 188号，株式会社彰国社，2011.3 





























注 2) 建築主:Ma百貨店、プロデュース:中西元男、設計:早川邦彦、アドバイザー:坂本菜子 
注 3) 東京都による外出時のトイレに関するアンケート 2006（N=232） 
注 4) JR 東日本ホームページより,2012年度 
注 5) Ｈ駅ビル PR紙（出店者オーナー及び一般向け） 
注 6) 顧客の満足を促進するための方針、対策、企画、来店者対応を統括する部署 
注 7) 待ち時間に対する利用者の意識、評価などから設定される 3段階のサービスレベルの
うち、標準的なレベル。 
注 8) 建設省（現国土交通省）住宅局建築指導課監修，1982 
注 9) 学校のトイレ研究会：トイレ関係のメーカーで作る研究会。1997年から現在まで 15
年間継続して小冊子を発行し、学校トイレの課題に対しての啓発を続けている。 
注 10）世田谷区立学校トイレ改修マニュアル：世田谷区教育委員会発行,1998年 
注 11）世田谷区立学校トイレ改修工事共通仕様書 2000 年より。２年毎に改定。世田谷区
「学校トイレ研究会」の検討を経て営繕課資料。 










校各 1箇所以上の設置、広めトイレは最も少ない学校で 9箇所、最も多い学校で 18箇
所設置されており、学校トイレに関しても整備が進んでいる。 
注 15）日本トイレ協会の研究会の 1つ。維持管理面から公共トイレを研究している。 
